
中経連

二階自由民主党幹事長に要望内容を説明する訪問者たち

中部国際空港の二本目滑走路をはじめとする
機能強化の早期実現に向けた要望活動

７月３日（火）、「中部国際空港二本目滑走路建
設促進期成同盟会」（会長：大村愛知県知事、副
会長：豊田中経連会長等）は、石井国土交通大臣、
二階自由民主党幹事長等を訪問し、中部国際空港
の二本目滑走路をはじめとする機能強化の早期実
現に向けた要望活動を実施した。中経連からは、
水野副会長が要望者として参加した。要望活動の
後、与党国会議員で構成する「中部国際空港拡充
議員連盟」と合同会議を開催し、二本目滑走路の
早期実現に向けた緊急アピールが決議された。

＜要望内容＞
１．地域と連携して、中部国際空港の機能強化・フ
ル活用に必要な、物流をはじめとした調査検討
に取り組むこと

２．訪日プロモーション地方連携事業等、インバウ
ンド旅客の増加に向けた施策をはじめとする航
空需要拡大の取り組みを一層推進すること

３．急増するインバウンド旅客への対応、テロ対策
強化のため、先進的な保安機器の導入を進め
るとともに、ＣＩＱ（税関、出入国管理、検疫）体
制の充実・強化に取り組むこと

４．空港利用者の利便性向上、さらなる増加が見
込まれるＦＩＴ（個人の外国人旅行者）に対応
するため、引き続き、東海三県をはじめ中部圏の
主要都市、観光地から空港への道路・鉄道等
のアクセスの充実に取り組むこと

５．中部国際空港の円滑な整備の促進、安定的な
運営の確保のため、中部国際空港（株）の法人
事業税の資本割に係る課税標準の特例措置
の適用期限を５年延長すること

　（社会基盤部　和田 耕一朗）

５Ｇイノベーションセミナー

７月４日（水）、今年５月にキックオフした「中部圏
イノベーション促進プログラム」のコンテンツパート
ナー企画第一弾として、（株）ＮＴＴドコモ東海支社主
催、中経連共催による「５Ｇイノベーションセミナー 
～すぐそこまで来ている次世代ワイヤレスインフラ
『５Ｇ』が産業構造を変える～」を名古屋市内にて
開催し、約150名が参加した。
冒頭、藤原中経連常務理事事務局長が、「2020
年にスタートが迫る『５Ｇ』で大きく変わるのは市
場とユーザーである。どのように変化するのか、本
セミナーで得られた情報を皆様の企業へ持ち帰
り、役立てていただきたい」と挨拶した。
引き続き、（株）ドコモＣＳ東海取締役法人事業
部長兼中部ＩＣＴ推進担当の松木彰氏、（株）野村
総合研究所パートナーの北俊一氏、大阪大学先
導的学際研究機構教授・（株）みらい翻訳社長・
（株）コトバデザイン社長の栄藤稔氏の３名による
講演を行った。
松木氏は、「次世代ワイヤレスインフラ５Ｇとは」

と題して、超高速・低遅延・超大量接続という特徴
と、それにより実現される機器の遠隔操作等でもた
らされる、仕事そのもののあり方の変化や、人手不
足といった社会課題解消の可能性について説明。
また、中部産業界と一緒に５Ｇ時代のビジネスを
考え、つくっていきたいと述べた。その後、北氏が
「５Ｇが加速するＤＸ（デジタル・トランスフォー
メーション）」と題して、栄藤氏が「社会インフラとし
ての無線利用に必要なこと：Society5.0時代にお
ける５Ｇ無線」と題して、それぞれ説明を行った。
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ご講演いただいた神谷氏

パネルディスカッションの様子、左から北氏、栄藤氏、松木氏

神谷氏に質問を投げかける参加者
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講演後には講師３名によるパネルディスカッション
を行い、「５Ｇ」について参加者を交えながら熱心
に意見を交わした。

（イノベーション推進部　渡邊 有紀子）

第13回中部コーディネータ
研究フォーラム

７月６日（金）、中経連は「第13回中部コーディ
ネータ研究フォーラム」を開催し、中部５県のよろ

ず支援拠点コーディ
ネータ、支援機関・大学
のコーディネータ、中堅・
中小企業支援に関する
有識者・研究者など16
名が参加した。
はじめに、中小企業診
断士で名古屋市立大学

大学院経済学研究科博士後期課程の神谷宜泰氏
から、「実務者・研究者の視点から見る経営及び事
業承継支援～支援事例と研究内容からひも解く中
小企業支援の在り方～」と題しご講演いただいた。
神谷氏は、金融機関勤務を経て義兄が経営する
中村精機（株）に入社し、経営者として中堅企業へ
の成長を果たした後に早期退職。その後は大学院
にて中小企業支援、特に事業承継について研究す
るとともに、中小企業診断士として多くの企業の支
援に携わっている。経営者、研究者、支援者という
３つの立場の経験を踏まえ、先代経営者の退出支
援、グローバル認証取得支援、経営の視える化のた
めの監査制度など、スムーズな事業承継のための方
策について紹介した。

講演後は、活発に質疑が行われ、「事業承継の過
程でもともと持っている強みが失われてしまわないよ
うにすべき」「自身が取り組む事業承継案件を進め
るうえで大変参考になった」などの意見が出された。
次回は10月に開催する予定である。

　（産業振興部　佐々木 彰一）
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新入会員大募集！！

会員増強に
ご協力ください

中部の未来を
ともに考え

行動しませんか中経連は、2017年度より、イノベーション委員会、地域産業活性化委員会を
新設するなど、委員会体制を刷新し、新たな活動にも取り組んでおります。
つきましては、共に活動いただける仲間をもっと増やし、これまで以上に地域
の期待に応え、より大きな成果をあげていきたいと思っております。会員の
皆様におかれましては、ぜひとも新しい仲間をご紹介いただければ幸いです。
何卒ご協力をお願い申し上げます。

【問い合わせ】総務部 伊藤 TEL 052〈962〉8091
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